
は、たくさんの学びと経験のチャンスです。お手伝い、おつかい、ひとりで〇〇やってみる、行ってみる…何か一 

 

 

   

 

 今回は PTA 進路学習会の報告をお届けします。 今年は見学会も久しぶりに全校対象で開催することがで

き、小学部・中学部の保護者の皆様にもご参加いただくことができました。ある高等部の保護者の方がこんな

ふうにおっしゃっていました…「小中学部の頃は、『まだ先のことでよくわからないな』と思いながら見たり聞いたり

していた話も、今その時が来て、『こういうことだったんだ』とつながることもあるので、早くから見ておいてよかっ

たです」とのこと。次年度も、PTA進路学習会などを通して、進路情報を得ていただければ幸いです。 

 

 

                                    

 

 10 月 26 日（木）に社会福祉法人かながわ共同会が運営する「秦野精華園」と「希望の丘はだの」に見学に

伺いました。秦野精華園の会議室で同法人が行っている事業や、どのようなポリシーで利用者の方に向き合っ

ているかをお話ししていただき、各施設の見学をさせていただきました。「社会福祉法人かながわ共同会」のホ

ームページに事業内容が紹介されていますので、そちらもぜひご覧ください。 
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PTA 進路学習会１～秦野精華園、希望の丘はだの見学会～ 

今回の秦野精華園、希望の丘はだの見学

に参加させていただき、利用者さんが一人

ひとり将来の目標に向かって頑張っている

姿を見させていただきました。高等部卒業

後、どうしていきたいのかを本人ともよく

確認して進路を決めていく重要性をとても

感じました。 

見学会に参加させていただきあり

がとうございました。複数の就労形

態を見学、お話を聞くことができ大

変参考になりました。就労だけでは

なく、将来自立し生活するイメージ

も感じることができました。親と離

れて生活するために、今できること

は何か考えるきっかけになりまし

た。 

利用者の方たちの丁寧なあいさつ

がとても印象的でした。入所支援の

ある事業所には、子どもと一緒に見

学したことがないので一緒に見学し

てみたいと思いました。 

参加者の感想から 

卒業後から生涯にかけて、どのよう

に過ごしていけるのか不安と心配があ

る中、見学させていただいたことで、

少しイメージができたところがありま

した。精華園さんだけでなく他の同様

の施設も定員がいっぱいで希望が通ら

ないということも聞きます。このよう

な場がもっと地域の中で増えてくれた

らありがたいです。 



 

 

 11月 30日（木）に平塚市障がい福祉課の方を三名お迎えして、成人期以降の

障がい福祉サービスや、障害支援区分などを中心にお話をしていただきました。

児童と成人の障害福祉サービスの違いや、必要な手続きなどについての説明を

伺い、少しでも先の見通しを持てる機会になったのではないかと思います。この内

容と同じ説明会は、令和６年５月 24 日（金）の「福祉事業所合同説明会」の中で

も実施する予定です。またご案内をいたしますので、ふるってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               注：相談員…相談支援専門員または市町の障がい福祉課職員さんにご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お正月にお年玉をもらう機会がある人もいると思います。 

お金を扱うことは大事な学習のチャンスです。 

お店で欲しい物と交換できること、使えばなくなってしまうこと、持

っているお金で足りるか足りないか、どうやって使うかを計画するこ

と、時には我慢もすること、それらを記録すること…そのような学習を

通じて、お金を大切さや物の大切さ、そして将来的には「お金を稼ぐ

ために仕事を頑張りたい！」といった労働意欲、といったことまでつな

がっていきます。 

高等部 3 年生は先日の修学旅行で、１５,０００円のおこづかいを

３日間でどう使うか、毎日買い物記録をつけながら計画的に買い物

をするという学習をしました。事前の買い物計画も立ててから行きま

したが、現地でどうしても欲しくなった物を買い、その分他の物を我

慢する、と自分で調整する生徒もいました。この冬休みのお年玉の

一部分だけでも、おこづかい帳、チャレンジしてみませんか？ 

PTA 進路学習会２～成人福祉サービス説明会～ 

冬休みチャレンジ！ 

おこづかい帳をつけてみよう！ 

↑高３生徒が日常的につけているおこ

づかい帳を借りて掲載させていただき

ました。「おこづかい」のほかに「マッ

サージ代」という家族へのサービスによ

って収入があるのもおもしろいですね。

お手伝いをして、対価としておこづかい

をもらっている人もいます。自分で書く

のが難しい人は、記録はご家族にしてい

ただき、残ったお金を一緒に数えること

から始めてみるのはいかがでしょうか。 

18才で成人の福祉サービスに変わ

ること・区分の認定を受けることについ

て、大まかな理解ができました。 

高３の 18 歳の誕生日前にしなければいけない手続きがあ

ることを知ることができて良かったです。気になることは早めに

相談員（*注）の方に相談しておこうと思いました。 

 

参加者の感想から 

卒業後のサービス利

用について色々な知識

を得ることができました。 

何となく理解していたことや、よくわか

らなかったことが、自分の中で整理でき

てよかったです。 

自分から動いていかなけ

ればいけないことを改めて認

識しました。 


